
全員協議会会議録 
 

１ 日  時  令和５年１０月１８日（水） 

１５時３３分開会 １６時２８分閉会 

 

２ 場  所  議場 

 

３ 出席議員  山本奈央・田村幸紀・只野敏彦・川上 均・中河つる子・ 

鈴木孝寿・橋本晃明・桜井崇裕・佐藤幸一・西山輝和・ 

中島里司・深沼達生・ 

議長：山下清美 

 

４ 事 務 局  事務局長：大尾 智、次長兼総務係長：川口二郎 

 

５ 議  件 

（１）議会運営委員会からの報告事項について 

  ・議会報告会と町民との意見交換会事前研修について 

   

（２）その他 

 

６ 会 議 録  別紙のとおり 

 



全員協議会【開会 １５：３３ 閉会 １６：２８】 令和５年１０月１８日 

 

 

【開会 １５：３３】 

 

 

（１）議会運営委員会からの報告事項について 

  ・議会報告会と町民との意見交換会事前研修について 

 

山下議長：最初に、議会運営委員会から報告事項がある。議会報告会と町民との意見交換

会について議運委員長お願いする。 

 

橋本議員：議会報告会と町民との意見交換会について報告する。資料１～４まで手元にあ

ると思うが、資料１の部分、議会報告については５分～10分で概略を説明して質

疑は行わない。分厚いが目を通していただく資料として、意見交換会により大き

く時間をさきたいと考えている。意見交換会においては３つのテーマによりグル

ープディスカッションでこれを意見交換して参りたいと思う。先ほどの資料１の、

一枚めくっていただいて、ページ数入っていないけれども、次第と書かれた下の

部分にグループディスカッションの班分け、とりあえずだけれど、まだ参加人数

何人かわからないので仮だが、このように行いたいということで設定している。 

     この意見交換会についてはテーマの１番目が議員定数と報酬、女性議員の登用

について。２番目が開かれた議会、委員会も含めたネット中継とかＳＮＳの活用

などについてをテーマとして、３つ目のテーマがフリートークと。これを時間を

切って一つのテーマ30分程度で各グループ移って討議していただきたいと考えて

いる。 

     進め方については、先日の芽室で研修を受けたやり方が非常に具体的で参考に

なったというところがあるので、その方式でやっていきたいと思う。 

     これについては、資料に番号振っていないけれど、清水町議会の行政視察とい

うことで参考資料あるのでお目通しをいただきたいと思う。当日は、参加される

方、入った段階でＡ～Ｆのどこのグループに入るのか記載した資料をお渡しして

テーブルについていただき、司会者が説明進行を行ってそして進めてまいりたい、

各テーブルに議員が２人ずつ入る構成になっていて６グループを予定している。 

     これは人数によってということもあるけれども、今これで考えている。 

昨年、一昨年の参加された町民の数というものからこのようにしている。 

そして記録者という形をとっているけれども、このグループ討議の中でポスト

イット、紙に書いたものを模造紙に貼っていく形をとるので、特に発表するため

の記録ではなくて、議論を進めていくための記録係という形になる。 

グループディスカッション、かなり小刻みに時間を切って進めてまいるので、

そこの部分については事務局に時計を見ていただくというようなことになろうか

と思う。あと事務局で補足するところがあれば説明していただいて、皆さんから

質疑していただければと思う。 

 

事務局長（大尾 智）：今、橋本委員長から１～４までの資料と言っていたが、１～５まで

の資料がある。１は議会報告の資料なので例年とほぼ同じものであるので、先ほ

ど委員長がお話あったように報告をしていただくという形になる。その後の意見

交換会についてはグループに分かれてのディスカッションとなる。 

そこで、最初のテーマについては以前に資料２～３にお配りしている抜粋等試

算だとか、こういう議論がされたということをまず前提として司会の方に若干ご

説明をいただいた上で、４、５については十勝管内の議員一人当たりの数だとか

女性議員の比率、月額報酬の一覧になっているのでこれを議論の前提ということ



で、参加した方にはそれを承知で理解していただいて議論していただければと思

う。 

     ３のフリートークの部分については特にテーマがないのでそれぞれ参加した方

が議会に思っていることをお話ししていただけたらと思っている。 

それから先ほど委員長もお話あったように、最後のグループ討議なのだけれど

も、特に発表については時間の関係もあるのだけれども行わないで、今後の議会

活性化の議論における参考として活用させていただくということで閉めていただ

ければと思う。 

     視察の中身、目を通していただきたいのだが、グループ討議の配置の部分、そ

れぞれ司会者の方は皆さん芽室町の研修にも参加されているので、司会者がやり

方等ご説明をしていただきながら進めていただければと思っている。基本的にこ

のあと議会運営委員会もあるので、その中であらためて司会者に当たっている議

運の方、山下議長には再度確認いただいた中で進めていただければと思う。 

それから資料の中でアンケートを今までもとっている。中身についてはあまり

今までと変わりないが、４番については今年からこういう方式でやっているがど

うでしたかと、ご意見いただきたいと思う。 

ご意見いただいた中で、今まで通りの方がいいということであれば検討してい

かなければならないのだろうけど、今回、初回なのでなかなか思ったように進む

かわからないけれど、今回こういうやり方をしていかがかという部分をアンケー

トのほうで確認していきたいと思う。 

 

山下議長：只今、議運委員長、事務局から来週の25日、26日に行う議会報告会と町民との

意見交換会の流れについて説明をいただいた。何か質問等あるか。 

 

桜井議員：今、委員長の報告等受けて、２点ほど質問をしたい。 

     今回パネルディスカッションでやると、そういう中で最後のフリートーク。今

までは町や議会に対する要望が多かったのだが、前段の部分については参考にさ

せていただくということでいいと思うのだが、フリートークの中でいろいろな要

望事項についてはどう答えていけばいいのかということ、答え方を聞きたい。 

あと、資料５だが。町村の報酬の一覧が出ているのだが、できれば報酬の多い

順に書き直していただきたい。これは清水町が下の方にいるのだというのを町民

に理解していただきたいという部分もあるので、そこらへんも少し配慮していた

だきたいと思う。 

  

山下議長：２番目の資料については事務局のほうで整理をさせていただくことでよろしい

か。５番目の資料については順番を変えていきたいと思う。一番目について議運

委員長お願いする。 

 

橋本議員：町民からの要望というか、町政に関するものが出てくるというのは当然予想さ

れる事ではあるけれども、そこに議会としてまとめて答えるということは全く考

えていない。それぞれの議員活動の中で、あるいは議会の議論のテーマの中で参

考にするべきことはそのように扱うということになるだろうし、特別町長にぜひ

伝えてほしいということであればそうすることはやぶさかではないと思うが、そ

こで答えるであるとか、町に対する要望の窓口という位置づけにはしないと考え

ている。 

  

山下議長：他、質問はあるか。 

  

鈴木議員：前段、模擬議会遅れたことをお詫び申し上げる。 

     質問させていただくけれども、議員になって７回目の議会報告会になると思う。

今回の議会報告会は何を目的にして行うのかをお聞きしたい。 



  

山下議長：はい。議運委員長。 

  

橋本議員：まずは開かれた議会というものをする中での取り組み、議会で報告の部分は紙

をお配りするだけになるかもわからないが、町民が町政に参加していく上でひと

つ重要な会になると考えている。 

 

山下議長：はい。鈴木議員。 

 

鈴木議員：その中には議会の活性化というのは特に考えていないと、本来は議会活性化が

あって、その中に開かれた議会であったり、町民から意見を聞く場っていうのが、

大元は議会をどう活性化して町民に訴えていくか、もしくは町民に理解してもら

うかというのが本当だと思うのだが、そういう部分は考えていないで、開かれた

議会もしくは町民から意見を直接吸収していくということで理解してよろしいか。 

 

山下議長：議運委員長。 

 

橋本議員：説明が不十分であったけれども、議運の話の中で２つ目のテーマ、開かれた議

会という部分は、議会の活性化につながるものも含めてと押さえている。 

 

山下議長：鈴木議員。 

 

鈴木議員：まわりくどい言い方をして申し訳ないのだけれども、わたくし７回目と言った

けれども、例えばテーマが議員定数と報酬、女性議員の登用について、２番目が

開かれた議会、ＳＮＳの活用等となっているけれど、これは議運で決めた、現実

的には、これまで６回、７回やっている中で各委員会に例えば常任委員会に落と

した上で協議して、何が今必要なのかということを議員全体に考えさせるという

のは確実に昔からやっていたと。たぶん私がやり始めたのが１回目、２回目、３

回目ぐらいから報告会やっている。 

     議員全体で今何が必要なのかを考えながらお題を出していく、そしてみんなで

共有しながらやっていくというのが基本だったのだが、例えば一番目の議員定数

と報酬について、もちろん大事な問題なのはわかっているのだけれど、     

議会の活性化の中において、これを町民に聞く前にまずは我々がやる事いっぱい

あるのではないのかというところで、その協議は議員間全く語られていないとい

うことが今の現実。その中でいきなり町民に渡して、はい考えてくださいどうで

すかというのは、これこそ我々が思考停止してそのまま町民に丸投げしていると

しか捉えられない。どうして協議できなかったか、進め方の問題でこれまでに一

回も各常任委員会に意見を求めて、お互いにキャッチボールしていった経緯があ

るのだが、一回も今回の話はなかった。それでいてこの位置付けというのを今回

からどう理解していけばいいのか。来年以降もこのやり方でというなら、それは

それで議長の新しいやり方ということで理解するのだけれど。議運以外は何も知

らないというのは、果たして何のためにやっているのか。勝手にやっているので

あれば勝手にやってとしか僕は考えられないのだけれど。それについて納得でき

るように、反対するわけでもないし、やるならやらなくてはいけないし、チラシ

も出てしまったから、けれど、議運以外は誰も知らない、何も知らない、この前

芽室でやっていたけれど、こんなやり方して何が報告会で意見交換会かと、まあ、

議運のメンバー以外は記録者ですから全然構わないけれど、これが議運のための

行事だったら議運だけでやればいいのではないか、極論。そうなってしまうのだ

けれど、他の議員に対して協議も何もないままで、はい報告会やると、どこまで

協力したらいいのか、以上である。 

 



山下議長：議運委員長。 

 

橋本議員：実は同じことをずっと考えている。議運の委員長になり議運で議論してきたけ

れど、どこかの時点で、議運だけでずっとやっていくものではないなと思ってい

る。ただ、日程的なことだとかいろいろなことがあって、模擬議会であったり意

見交換会があって、それを終えてどのような段取りで議会が活性化していくかと

いうことについては、共有していかないと進まない、逆に言うと僕らがいろいろ

なところを勉強するというのも、議運だけでやっていても進まないと。何をもっ

て今の議会に足りないのか、町側に予算を要求していくには何をやらなければい

けないのかは、やはり議員の中で賛成反対あったとしてもひとつの結論を出さな

ければいけないところだと思っているので、進め方を報告する中で、全員協議会

の中でいろいろな意見を出してもらって、揉んでもらって大いに結構だと思って

いるが、ただ進め方としてどうしたらいいのかというところは、今日も議会運営

委員会あるけれども次のステップでいくというような捉え方でいくとすると、ど

ういう段取りで進めていくかというと、これは検討しなくてはいけないと思って

いる。横を向いて言うのは何だけれども、冗談で誰かに相談したら全員面談した

らどうだとかいろいろな意見あるようなのだけれど、ただやはり議論を共有化し

ていくということは進めなければいけないなと。いつまでも議運単独で、いまま

での経緯だとかも調べてきたけれども、やはりこれからというものは議員全員で

意見を共有する場というのが必要だなとそう思っている。もし、今日あるならば

これからはこうしてほしいということも含めて出していただければ大いに結構か

と思う。 

 

山下議長：はい、鈴木議員。  

 

鈴木議員：議運では議員全体の意見を、そのために常任委員会が２つあって、常任委員会

でそれぞれ話して、そこに出ている委員会の委員長が議運の構成メンバーであっ

ていうことなのだ。議運で決めることって実はそんなになくて、選択するだけ、

たぶん。各委員会で揉んだこと、そこから出さないと議運がただ結論を出すと議

会動かない。それをずっとやってきていたはずだけれど、去年までは。今年はよ

くわからないうちにどんどん進んでいるし、やっている中でも、えっていうとこ

ろがいっぱいある。これこそ議会活性化に一番ダメなところだろうと思っている。

勝手に進めるのは勝手だけれども。清水町議会をグタグタにしたいというならそ

れはそれで構わないと思っている。ただ、コントロールするのはもちろん委員長

なのだけれど、議運は議長の諮問機関でもあるわけで、やはりコントロールをし

っかりしていただきたいと。でないと、僕も行くよ、議会報告会。でも何のため

に議員報酬やっているのか、議員定数やっているのか。今年選挙終わってから一

回も語られていない、それで町民に持っていくというのは、これは町民にどうあ

んたたち考えているのだ、と言われても言えない、それは。個人の意見は言えな

いから、議会報告会。過去の日程をどう進めてきたかというのを見ていくとわか

るはずだ。それぞれの常任委員会でやっていることも、必ずそこに議会報告会に

ついてとか模擬議会についてとかそこの委員会で必ず報告しているはずである。

議運やって各常任委員会で、それがなされていないと、協力してと言われてもま

ず何のためにやっているのかわからないとなってしまうので、ぜひ今後は直して

ほしいと、各委員会、議員が共有できるようなシステム、各議員からボトムアッ

プして議運で協議していくというやり方がスマートではあるし、これまでもずっ

とこれで進んできた。これは前々議長とも話していたのだけれど、清水町は議会

何とか条例というのはないのだが、今まで積み上げてきた慣習慣例が実はどこの

議会よりも実はまともなことをやっていた。素晴らしいのをやってきていたと。

全部今年崩れているかなと私は思っている。慣習慣例って壊すとゼロになってし

まうので。踏襲するものはしっかり踏襲しないと、しっかりやっていただきたい



と。苦言というか意見要望というか。意見要望は言ってはいけないと前にあった

が、そうでもしないといったい何やっているのかとなるので。開かれた議会、全

然開かれていないではないか、議会内において対立じゃないですけれど意見も通

らないような議会だったら、ない方がいいという結論に最終的にはなってしまう

ので。この辺ちゃんとしてほしい、よろしくお願いする。 

 

山下議長：只今、鈴木議員から、議長に対する苦言だと思う、議長がいろいろな部分の諮

問を議運の中でしていったかと言われれば、していない。というのは、議運の冒

頭の中で議長が喋りすぎてはだめだというそれぞれの委員の話もあったので、そ

こらへんは議運メンバーにすべてお任せをして進めていこうとスタートの時点で

思いついたところで、そういう意味では議長の諮問するというところが足りなか

ったという部分は反省している。今後、そういった部分で、議運で練る場合につ

いては、各常任委員会にそれぞれ下した中で、そしてまた全体で議会でやってい

くという方法で進めさせていただきたいが、鈴木議員よろしいか。 

 

山下議長：はい、委員長。 

 

橋本議員：鈴木議員の言われることもその通りだと思って聞いていたのだけれど、ただ勝

手に進めているというのは違うと、議員協議会でテーマになっていることという

のは大きい小さいに関わらず、全部全員協議会で中では報告しているので、報告

したもので終わりだとなると勝手にという事になるのかもしれないのだけれど、

そこで報告したことについて議運から出てしまえば、あとは全員協議会だから、

その場で意見交換、揉んでもらうということは十分できたのではないかと思う。 

      

鈴木議員：勝手に進めているっていうのは違うと言っているけれど、一週間前にこれやる

よって言われたってこんなもの議論にも何にもならない。僕ら言われたとおりに

やるのなら別に議会ではなくたっていいのであって、職制上、上の人に言われた

ことをただやればいいという存在ではないはずである、僕らは。勝手に進めてと

いう言い方は確かに乱暴かもしれないけれど、結論から言ったら来週である、来

週のものに言われたところで何をしろというか、前もってやってほしい。全員協

でしか知りえない、僕らは。その時も、こういう方向でと言ったか言わないか、

でも、この文言はなかった、ないね局長、だからそこは認識では自分たちはやっ

ているつもりなのでしょうけれど、他のメンバーは知らないのである、知りよう

がないのである。そこを責めるつもりはないのだけれど、皆で協力してやるとい

うのが議会運営だと。それは今後もしっかり見ていきたいと思うので、ぜひ全体

で協議できるシステム作りを早急に構築し直してほしいと、それを要望する。 

 

橋本議員：グループディスカッションの中で議員は個人の意見を言ってはいけない、議会

でやるのだからという事だったけれども、今回の意見交換会が、前提は議員それ

ぞれが違う意見を持っているというところからスタートしてグループディスカッ

ションになっているので、自分の思いと違うけれど議会も進めようとしているの

はこんなのだと想像して答えるのではなく、主には町民の意見を聞くというのが

メインになるので、言いたいことはある程度我慢することになると思うけれど、

自分の意見を捨てれとは考えていない。その上でこの形になっているという事を

ご理解いただきたい。 

 

山下議長：議会議員全体でこれからも議論していく必要があるというのは痛感している。

これから議運の進め方として、これから活性化に向けていく予定はしているのだ

けれど、そう言った部分についてはその都度各委員会なり全員協議会で報告を密

にしながら議会全体の共有の中で進めていきたいと考えている。 

 



事務局長：今、鈴木議員のお話の中で、実質的に会議をいつやったり資料を作ったりして

いるのは事務局なので、私の進め方の部分で全議員への説明の機会を設けて段取

りというところでいくと、私のやり方もよくなかった点もあると聞いていた。反

省というかきっちり進めていきたいと感じている。 

 

鈴木議員：事務局を責めているわけではない。僕も議運の委員長もやったことがあるので、

その時には、次何か月後かにこれあるこれあるっていったら、その前にやってい

くだけの話、先を見越して次の議運は決まっている以上はやらなくてはいけない

ので、３か月前とか半年前から、大きい行事なんてそんなにない、議会では。報

告会とか模擬議会とかそれしかないので、それにめがけてやるのと、日常的なこ

とと、更には全体的なこととやるにはそれぞれの委員長がしっかりコントロール

していただかないとならない所もあるし、事務局と委員長方しっかり打合せでき

ているのかなという心配もあるので、ぜひ密にやってほしい、よろしくお願いす

る。 

 

山下議員：今後も議運委員長、事務局長と、密にしながら議会全体での進め方をやってま

いりたいと思うのでご協力よろしく。 

 

桜井議員：日程的にもう日にちも無いし、町民に周知もしているので今回こういう形でや

らざるを得ないと思うのだけれど、今年の議会議員選挙 、１月に選挙を行った１

年目に、それぞれ議員になるためにいろいろな公約、お願いをしながら当選して、

その議会報告会で、定数と活性化どうしたらいいでしょうかなんて質問をする事

態がまだ次期早々というか、そこらへんの考え方をしっかりしていかなければ次

につながらないと思うので、議員になったからどうしましょうかって言っている

ような体制はいかがなものかと私は思う。まあ、今回は仕方ないので。 

 

山下議員：今後、気を付けて進めてまいりたいと思う。よろしくお願いする。  

 

中島議員：先ほど橋本委員長から、全議員がということでお話あった。議運だけじゃない

と。そういう考え方は当然私たちそれぞれの委員会というのは、絞った感じでそ

れぞれ役割を担っていると私は思っている。そうした時に、今委員長が言ったよ

うに全議員が共通してということ、それを目指すのであればこれからどうこう

云々ではない。現時点で今ある組織をどう動かすか、動いてもらうかという考え

方である。だから、議運の委員の構成というのはどういう形でなっているか、そ

れぞれの委員会からという形になっている、個人指名ではないはず、議運の委員

は、常任委員会が先に決まって、そこからそれぞれ常任委員会から何名ずつとい

うことで出ている、そしたら別に何も全員集めてこの問題の話をしなくたって常

任委員会からでている方、今度の常任委員会があったらこれについて諮ってほし

い、常任委員会でそれぞれ、そして、何か常任委員会の中でこういうことを町民

に聞いてみようという意見があったら、そこで調整すればいいではないか、そし

て議運に持って行ってもらって議運で協議して、もちろん言われたことを全部で

きるとは思っていない、そこで選別をしてもらえば結果的に全議員が共通して持

っているのではないか、話題として。それを全議員でやらなくてはいけないと新

たな組織作る必要はない。あるものを有効利用して組織全体で伝えることは簡単

ではないか。今、桜井議員も言ったけれども、選挙終わって、この議員の定数と

いうのは、本当に活性化とか何かに必要なことか、まあいずれ必要にはなるけれ

ども、その辺のところ個人的に思うところあるけれどもさておいて、まず全員で

やるなら、今ある組織を有効に使って、速やかに議運で考えたこと検討したこと

を伝えるのは手法としてあるということを、私の考えだが改めて組織なんかを作

る必要はない。できるだけ早く全議員に伝わる方法、簡単に今言った方法などあ

るではないだろうかという思いがあるのだが、いかがなものだろうか。 



 

山下議長：只今、中島議員から全員が集まる新たな組織というよりは、今あるそれぞれの

常任委員会が構成されているということで、そういった部分を有効的に活用して

これからの議運の進め方をしてはどうかという話でよろしいか。 そういった部分

はまた議運委員長と相談しながら、これからの活性化の部分について進めてまい

りたいと思うのでよろしく。引きつづき協力していただきながらやるのでよろし

くお願いする。他は、ないか。 

 

佐藤議員：個人の話で申し訳ないのだが、清水町議会報告会があることについては、25日、

26日決定していることが分かっていた。今まで考えていたのだが、役場に着いた

頃困ったものだなと自分で思っていたのだけれど、今まで何もなかったものだか

ら、ただ出席すればいいのかなという思いがあった。これを今日見てみたときに

はこれどんな事をすればいいのかなと本当に困っている。 

橋本議員：役割というか、司会と記録ということになっているが、資料の中にもあるけれ

ども、記録というのは何か記録を取るということではなくて、ここで進めようと

しているやり方というのは、それぞれの参加者が自分の思っていることを紙に書

く、それを模造紙に貼っていく作業、そのやり方については今回それで行こうか

と思うけれども、人数だとかテーブルの中での、まあそれぞれ考えてやってみよ

うとなっているけれど、基本的には事前に大きな研修だとかを必要としない、当

日人数が多くなれば、町民の皆さんでもその役割になっていただくようになると

いうこともあるというような進め方になるので、どうしようかこれ、午前中に研

修参加した方は体で体験しているけれど、説明を聞いてやることは十分可能とは

思うけれど、そんなに大変なというか、リーダーシップを発揮してやるというよ

りは、町民の皆さんの意見を聞くということが大事になってくると思うので、当

日も事務局が説明して進めていくということで、それぞれがテーブルに着くけれ

ど、その中でも十分にできると思っている。 

 

山下議長：内容としては司会者を中心に進めていくという形で、記録者については特に作

業的には特にない、町民がポストイットに書いたものを張り付けするという作業

になる。 

     そこら辺も司会者が進めていくので、難しい記録というのはないのでご協力よ

ろしくお願いする。 

 

橋本議員：あまり細かい話をここでしてもあれだけれど、資料にもあるが参加者がそれぞ

れ書いたものを紙に貼るという、そこではなくてこっちという線引きはテーマに

よってあるけれど、そういうところが記録係という形で名前が入っている付箋に

書いたものを貼っていくというところのまとめである。指示ではなくてそれぞれ

が合意をしながら貼っていく、コミュニケーションを取りながらという形になっ

ている。グループディスカッションでそれぞれが言葉でやり取りをするという事

ではなくて、簡単に自分の意見をすっきりとまとめて出していくという事を狙っ

ているのでよろしくお願いする。 

 

山下議長：手順についてはまた司会者が中心で議運の司会進行の中で進め方を改めて確認

をしたいと思うのでご協力お願いする。その他、今度の議会報告会と意見交換会

の関係でお話のある方いるか。よろしいか。 

     それでは来週すぐだけれどもご協力お願いする。また、今日お話しいただいた

部分については事務局、私と、議運委員長と連携を密にしながら各常任委員会と

のやり取りを今後もしっかりとやっていくような形で進めてまいりたいと思うの

でよろしくお願いする。 

     議運委員長からの報告については終了してよろしいか。 

     続いて、その他の関係については前回の全員協議会の中でも鈴木議員、いろい



ろな議員からお話あった、そういった部分で広報委員会の中で決算の審議の仕方

という事で載せたいという事で申し入れがあった。それについて議運で説明をさ

せていただいて、次回混乱の無いように決算の進め方についてはその解釈の範囲

をしっかりと遵守しながら勉強をしながら来年の決算については進めてまいりた

いという事で議運の中で説明をさせていただいた。次回皆さんがいろいろな部分

で、急に変わった、審議できなかったという事がないような決算・審議を進めて

まいりたいと思うのでよろしくお願いする。 

 

鈴木議員：その件なのだけれども、結論として、あれは議長がまだ正しかったと思ってい

るのか、それともこれは間違った解釈をしたという認識があるのか、それによっ

て広報がなんて書けばという話に当然なる。 

 

山下議長：解釈としては、もう少し範囲を広げながら次につながる部分の意見も聞くべき

だったと考えている。解釈の違いという部分でお話しさせていただいたけれども、

わたくしの解釈が違っていたという事で書いていただいて結構だ、よろしいか。 

 

鈴木議員：これ、一番重要なところだった。過去においても、議員の発言を止めてしまう

というのは、我々は何のために議員をやっているのだという根本的な部分になっ

てしまうので、今後は間違えることのないようお願いしたいと思う。十何年前、

二十年前に、予算の時も決算の時も、議員向けの説明用の紙があったらしい、古

い過去の事務局担当者から聞くと、予算はこういう内容で効果的な予算配分がで

きるとか云々かんぬん。決算であれば、決算は次年度にどう結び付けていくのか、

今回はどういう反省点があるのか。数字ばかり聞かないでください、数字は基本

必携にも書いてあるが、決算だったら代監がいるので、そういうところで専門に

見られているので、そんな細かいところを見る必要がないと必携にも書かれてい

るけれど、そういう事前に配ってあるのが過去にあった。多分最近配っていない

のは、しばらくあまり人が変わっていないから配られてなかったのではないかと

思っていたので、是非それ探していただいて、改めて全員に配るでもいいし、議

運でみてもらってもう一回やってほしいと。今回必携を見れば見るほど勉強にな

る。今、安芸高田市でもいろいろな事があって議員必携見ているかという事がい

ろいろなところから声が上がっているので、運営って本当に難しいので、一歩間

違えるととんでもないことになるので、今回のこの件は、僕責めてないよ、責め

ないのだけれど、結構厳しい問題である。議会で、議員の発言を抑圧したという

か狭めてしまったという前代未聞のことだと思うので、今度このようなことがな

いようにぜひぜひお願いしたいと思う。 

 

 

（２）その他 

 

山下議員：只今も前代未聞だと話があったけれども、前代未聞の議長にならないように、

しっかりと勉強させていただきたいと思う。よろしくご協力のほどお願いいたし

ます。その他、ないか。 

 

中島議員：議員会からなのだが、手元に日程だけ決めてスケジュール等々をまだ皆にお配

りできる状況ではないという事をお詫び申し上げる。であるが、今事務局に頑張

っていただいて、当日までにスケジュールを配布するので11月１日、２日議員会

が年度計画に入れております研修を実施するので、資料まだお渡ししていないけ

れども日程等を調整して空けておいていただくようお願い申し上げる。 

 

山下議長：11月の１日、２日について、スケジュールは後ほどお知らせするので、日程に

ついては空けていただければと思うのでよろしくお願いする。 



 

鈴木議員： 議員会幹事として、初日２日目とあって、２日目は道に行くことになっている。

道庁でゼロカーボンの関係の勉強会である。初日については２転３転していて、

例えば、厚真町のローカルベンチャー支援室というところを見たいと言っている

のだが、相手先があるという事等いろいろあって、最終的にはもしかしたらエス

コンフィールドの見学になるかもしれないが、ひとつよろしくお願いする。先ほ

どから事前にちゃんと言ってくれと言っている割には何も言っていなかったので、

今、この辺で調整しているのでよろしくお願いしたいと思う。 

 

山下議長：出発までには日程が明確になると思う。皆、ご協力をお願いする。他になけれ

ば以上で全員協議会を終了する。 

 

 

【閉会１６：２８】 


